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おきプロ
ＮＥＸＴ

はじめは
「沖縄行くんかー」だったけど
　「今年は『おきプロ』あるから、参加
してなー」―そんな話を聞いたのは、今
年に入ってすぐのことでした。そのとき
は「沖縄行くんかー」くらいのイメージ
しかなかったんですけど、とりあえず
「わかりました」とだけ返事をしました。
　それから、前回の「おきプロ」に参加
した先輩に話を聞いてみたり、実行委員
会に参加させてもらったところ、どうや
ら全国規模のイベントらしく、はじめは
門真市職労青年部のみで行くと思ってた
んで、想像してたのと違うなって、よう
やくそこで気づきました。

門真は若い組合員が多いから
いろんな人に参加してほしい
　門真市は職員の平均年齢が大阪府下の
市町村で二番めに若くて、組合員の三分
の一が青年部に所属してるので、当初は
「無茶や」と思いながらも、門真市職労
から30人の参加をめざして勧誘をはじめ
ました。
　早速、同じ職場の先輩たちに手当たり

次第、声をかけてみたんですけれど、ぼ
くの説明が拙いせいかあまり快諾しても
らえなくて、勧誘するのにすごく苦労し
ました。
　それでも、フタを開けてみると、想像
以上に参加してくれる人が多くて、ちょ
っと安心したのと同時に、「せっかくの
機会やからもっといろんな人に参加して
もらいたいな」って思って、より積極的
に参加の呼びかけをしました。

全国の青年と交流して
一緒にいい思い出つくりましょう
　ぼくは人が集まる場所が好きで、ほと
んどが初対面の人たちにまじってバーベ
キューをしたり、「自分発信」で社会人
サークルを作ったりしているんですよ
ね。今回の「おきプロ」も、すごく楽し
みです。普通に生活していると、全国の
人と接することってそんなに多くないじ
ゃないですか。だからこそ、こういうき
っかけを大事にしたいと思ってて、今回
だけの一瞬のつながりじゃなくて、一生
のつながりにできたらな、と。
　とにかく、「おきプロ」楽しみです。
一緒にいい思い出つくりましょう。

新入職員研修スタート新入職員研修スタート
歓迎宣伝もスタート歓迎宣伝もスタート

中央公会堂前で新たに採用された大阪市職員への歓迎行動（４月１日）
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４月１日、新入職員研修が府下の自治体で始まりました。
大阪市も約200人の新採職員が中之島公会堂で研修開始。
大阪自治労連の各単組も早朝から歓迎宣伝を実施。組合紹介
のオリエンテーションや歓迎会も始まりました。
ニューフェースのみなさん！職場の仲間としてよろしくね!!

　４月から消費税が８％に増税。商品や運賃など、軒並み値上
げになり、家計はますます火の車。景気回復には中小業者や労
働者の収入が増えなければなりません。そのスタートは「賃上
げ」です。まちに活気を取り戻すために、大幅賃上げの声を大
きくしましょう。

春春  

本
番
本
番

2014年４月15日 No.302


